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みんな、１０年後は
いくつかな？

高知県
障害者計画を
つくりました

高知県
障害者計画を
つくりました

　障害のある人もない人も、いっしょに助け合いながら、学校へ
行ったり、遊んだり、仕事をしたりすることができ、安心して、いき
いきと暮らせる社会（「共生社会」と言います。）をつくらなければ
なりません。
　そのために、県や市町村、県民一人ひとりがしなければならない
ことを計画としてまとめました。

　この計画は、

　平成２５年度（2013年４月）から平成３４年度（2023
年３月）までの１０年間の計画です。

計画のもとになる５つの考え方
けい かく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かんが　　  かた

 こう　　  ち　  　けん

しょう    がい     しゃ     けい      かく

 こう　　  ち　  　けん

しょう    がい     しゃ     けい      かく

　　しょうがい　　　　　　  ひと　　　　 　　ひと　　　　　　　　　　　　　　 たす　　　あ　　　　　　　　　　　 がっこう

 い　　　　　　　　 あそ　　　　　　　　 し  ごと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あんしん

　　　　　　  く　　　　　　  しゃかい　　　きょうせいしゃかい　　　　 い

　　　　　　　　　　　　　　 けん　　  しちょうそん　  けん みん ひとり

　　　　　 けいかく

　　　　　  けいかく

　　へい せい　　　   ねん  ど　　　　　　　　 ねん      がつ　　　　　　へい せい　　　 　ねん  ど

ねん　　 がつ　　　　　　　　　　　ねん かん　　けいかく

ねんご

障害のある人もない人も、お互いに思いやり、支え合って暮らそう。
障害のある人が、住みたい場所で暮らせるように必要な手助けをしよう。

しょうがい　　　　　　    ひと　　　　　　　 ひと　　　　　   たが　　　　   おも　　 　　　　　　ささ　   　あ　　　　　  く

しょうがい　　　　　　    ひと　　　　 す　　　　　　　    ば  しょ　　   く　　　　　　　　　　　　　　　ひつ よう　　   て　だす

障害のある人、一人ひとりにあった必要な手助けをしよう。
しょうがい　　　　　　    ひと　   ひとり　　　　　　　　　　　　　　　  ひつ よう　　　て  だす

赤ちゃんのとき、子どものとき、おとな、お年寄りになってから、それぞれに必
要な手助けをしよう。

 あか　　　　　　　　　　　　　　　  こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 とし  よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひつ

 よう　　  て   だす

不自由なく電車やバスに乗れたり、道を歩いたり、建物に入れるようにしよ
う。

お互いに伝えたいことを伝え合えるようにしよう。
みんなが生活しやすいように、社会のしくみやルールを変えていこう。

  ふ   じ  ゆう  　　     でん しゃ　　　　　  　　　  の　　　　　　　  　  みち　    ある　　　　　　　　  たて もの　    はい

　　 たが　　　　  つた　　　　　　　　　　　　　  つた　　　 あ

　　　　　  　       せい かつ　　　　　　　　　　　　　　　　   しゃかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か

安心して暮らせるよう南海地震などの災害に備えよう。
あんしん　　　　   く　　　　　　　　　　　　なん かい   じ  しん　　　　　　   さい がい　　 そな


